
令和６年度第１回城東区区政会議（地域福祉部会） 
                           

日時：令和６年６月10日 
                        19 時 30 分～20 時 30 分 

 

〇弟子丸部会長 

令和 6年度第 1回の城東区区政会議部会を、始めさしてもらいます。地域福祉部会の部会

長を務めさせていただきます。弟子丸です。どうぞよろしくお願いします。 

早速ですが、部会の論議に入らせていただきます。先ほど本会での説明があった、令和 5

年度城東区運営方針の自己評価に関して、委員の皆様のご意見を、いただきたく存じますの

で、どなたからでも結構ですので、意見のある方は挙手をお願いいたします。 

ここでは、地域福祉部会では、経営課題 4の「 地域が支えあい、住み慣れた場所で安心し

て暮らせるまちへ」に関することを中心にご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

〇嶋委員 

ちょっと最初によろしいですか。地域福祉、福祉って、なんにでも使えるんですよね子ど

も福祉もあれば。それから、いろいろ母子家庭福祉もあれば、私母子家庭育ちなんで、そう

いうのもあれば老齢もあれば、いろんな対象があると思うんですが、ここにある高齢者、障

がい、子どもの福祉と考えていいですか、それともその子どもは子どもで別個に機会がある

から子どもは多分ないと考えていいですか。その議論の対象はどこに絞ればいい。 

〇椿谷保健福祉課長 

子どもは別途、子ども教育部会がございますので、特に障がい者とか高齢者とか、その他

地域福祉ということです。 

〇嶋委員 

それからもうちょっとついでと言ったら語弊ありますけども、私も高齢者なんで、対象に

なると思うんですよ。介護保険って、何で大阪は高いんですか。全国で一番高くてこれは高

齢者ばっかりの問題じゃありませんけど、それに対して、どういう城東区として、市でもい

いかもしれませんが、大阪市が一番高いので、大阪市でもいいかもしれませんけど、どうい

う施策を考えてらっしゃるか、ちょっとお伺いしたいんですけど。 

〇椿谷保健福祉課長 

介護保険料の算定はですね、介護保険事業計画、っていう計画がございまして、そこで有

識者の先生方にご議論いただいて、大阪市として決めておるんですけども、やはり介護保険

の対象となる方はですね、やはり全国の中でも非常に大阪市が多いというものがございます。 

〇嶋委員 

対象ということは高齢者が多いっていうことですか、障がい者が多いってことですか。 

〇椿谷保健福祉課長 

高齢者が多い。 



〇嶋委員 

それともケアを利用してる人が多いということですか。 

〇椿谷保健福祉課長 

そうです。 

〇嶋委員 

どれが多いんですか。 

〇椿谷保健福祉課長 

ケアを利用されてる方が多い。 

〇嶋委員 

ケアを利用してる人が一番多いんですね、どれぐらいあるんですか。 

〇椿谷保健福祉課長 

具体の数字は持ってきておりません。 

〇嶋委員 

例えば全世帯、高齢者の、今日 9千人っておっしゃってましたが、これは独居老人なんで

すが、例えば 65 歳とか 70 歳とか 75 歳以上でケア何ぼというのはおわかりになられるんで

すか。 

〇椿谷保健福祉課長 

そうですね。今具体の数字は持ってきておりません。 

〇嶋委員 

9 千人ということでこの前お伺いしたんですが。だから 9千人をどう見守るかと、万が一

のね、ポックリ行かれるのも困るのでそういうのを地域でどう見守ってどう失敗なしいうた

ら語弊がありますけど、百歳運動とか、いろんな活動にどう声かけて引き出すのか、いい方

法ないですかね。でも民生委員いらっしゃいますよ。それは国政厚労省で、私らのところで

はありませんよということで、前回終わったと私は記憶してるんですが、違ってますかね。

そういうことなんでちょっとグループくっつくかもしれませんけど。 

〇椿谷保健福祉課長 

介護保険のですね、サービスが必要な方についてはしっかり介護保険サービスにつなげ

ていくということが必要でございますけれども、そもそも介護保険サービスの対象になる

ような方をいかに少なくしていくかっていうことが大事かなと思っています。そういう意味

では健康寿命の延伸ですね、できるだけ健康で長生きしていただくための施策、健康づくり

事業であったり、おっしゃった百歳体操もそうですけども、食育とか、できるだけ健康的な

食習慣と、それから運動習慣、ここら辺をしっかり進めていくことで、介護サービスの対象

になるような方を、できるだけ少なくしていくということが重要かなというふうに思ってい

ます。 

〇嶋委員 

重要なんですが、それは城東区独自でやられてるわけではないですね。 



〇椿谷保健福祉課長 

城東区独自でもやってます。 

〇嶋委員 

そうなんですか。例えば。 

〇椿谷保健福祉課長 

百歳体操も重要な取り組みですね。 

〇嶋委員 

百歳はそうですね。それ以外は。 

〇椿谷保健福祉課長 

あと食育、いかに健康的な食生活をやっていただくかっていう啓発ですね、させていただ

いてます。 

あと地域でも見守りをしていただいてますね。ふれあい喫茶とか、地域での独自の取組み

をしていただいてて、そこでちょっとこの人調子悪いなあとかいうようなことを発見してい

ただいてることもありますし、そこから支援につなげていくということもございます。 

〇嶋委員 

地域サポーターとは違う。 

〇椿谷保健福祉課長 

地域サポーターもそうです。 

〇嶋委員 

そういう役割を果たしている。 

〇椿谷保健福祉課長 

見守りの役割を果たしてる方ですね。各地域にお一人、地域によってはお二人いらっしゃ

ることもございますけれど、区長が委嘱して、地域で見守りをしていただいてる。 

〇嶋委員 

何人ぐらいいらっしゃるんですか。 

〇椿谷保健福祉課長 

今 17 名ですね。各地域に 1人、一地域に 2人いらっしゃるところもありますけれど。 

〇嶋委員 

大変じゃないですか。 

〇椿谷保健福祉課長 

そうですね。だから 1人でするっていうことはなくて、地域活動協議会とかね、地域の中

で活動いただいている。 

〇嶋委員 

そのメンバーの方もされてるんですか。 

〇椿谷保健福祉課長 

はい。 



〇嶋委員 

されてるんですか。 

〇椿谷保健福祉課長 

されてます。だから地域の中で 1人やるんじゃなくて、地域活動の中に入っていただいて

やっていただいてる。 

〇嶋委員 

あんまり聞かなかったんですけど。地活協の方に、いろいろ聞いて、老人サポートのほう

に聞かなかった、ほかでやられてるのかもしれない。 

〇椿谷保健福祉課長 

地域福祉支援員という言い方をしてるんですけどね、ちょっと横文字難しいので。 

〇嶋委員 

でも地域で 1人はちょっと厳しいっちゃ厳しいですよね。 

〇椿谷保健福祉課長 

1 人ではね、なかなか。 

〇嶋委員 

そうですね。ついでにあのもう時間がもうちょっと。百歳体操でも、食育とか、ふれあい

でも、ふれあい喫茶でもどっちかっていうと来る型ですよね、出て来ていただくという。で、

例えばその泉大津なんかでは草履、親指を挟む草履でこれを履いて歩きましょうという、血

流がよくなるんですけれど、全身ね。だからその百歳体操にこなくても、これをやって、毎

日、2000 歩 3000 歩、あるけば、少なくとも 5000 歩ぐらい効果ありますよみたいな、そう

いうパンフレットで一緒にスリッパですかね、わらじ型のが送られたというふうに、1ヶ月

前かな、新聞に載ってましたけれども、そういう事業はお考えというか、どっちかというた

らそれはプッシュですよね、もう押し付けて、またはもうなんせ自助努力でやってください

という。そういうその施策というかその別にわらじのそれじゃなくていいんですけども、そ

れに近いようなものは何かお考えですかね。 

〇椿谷保健福祉課長 

そうですね、あのやっぱり問題なのは、自宅に閉じこもってなかなか地域活動に参加いた

だいてないような方が、やはり問題かなというふうに思います。そこは、要援護者のリスト

を作って、各地域とか民生委員さんにそのリストをお渡しをして、見守っていただいてます。

その中でこういう地域の行事もありますよとか、そんな感じでご案内もいただいたりして

います。 

〇嶋委員 

だから、外から見てっていう話ですよね。 

〇椿谷保健福祉課長 

ええ。 

〇嶋委員 



で、そういうご本人がそれにあんまり反応しなければ、多分わからないというか、そうい

う性格のもんですよね。地域サポーターもそうでしょうけど、民生委員も多分そうだと思う

し、多分地活協の方で、そういう活動されてる方も多分、外からしか強制力はないですから、

引っ張り出すっちゅうわけにはいかないので、ふれあい喫茶もしょっちゅう喫茶店使ってる

人は 100 円は安いと思うかもしれないけど、出ていかない人、喫茶店使わない人には 100

円って出すだけでももったいないと思うかもしれない、それはわかりませんけども、引っ張

り出すって結構大変だと私は思ってるんですよ。 

〇椿谷保健福祉課長 

そうですね。閉じこもって特に支援拒否とかね、される方もやっぱりそこはちょっと大き

な問題やと思ってます。 

この地域の見守りの中でですね見守り相談室にソーシャルワーカーが 6 名おりまして、

もし地域の中で、そういう方を見つけてちょっと心配やなということであれば、区社協の見

守り相談室にご連絡をいただいたらですね、プッシュ型の、そういう方が訪問することもや

っておりますので。何かお気づきの点あったら区役所とか、区社協にご連絡いただいたら、

我々の方から出向かせていただきます。 

〇福田委員 

月一ですけどね、食事サービスっていうのをやってて。 

食事のサービスです。月１ですけど、1人の方とかね、引っ張り出して、車椅子でもこら

れてますよ。 

〇嶋委員 

関目ですよね。 

〇福田委員 

関目です。で、そこでお誕生日だったらお誕生日の何か催しをしたり、月１ですけどね。

それをサービスしてくれる人がまた少ないからボランティアですので。 

〇嶋委員 

そういうその地活協の私のデータなんてついてるのにまたあれですけど、地活協でそうい

う、去年の城東の立派な冊子の 7 月号だったと思うんですが、城東の地活協の地区別の紹

介が出てまして、確か 16 じゃなくて 12 しか出てなかったと思うんですが、ああいうのを

こまめに出していただくと。あれで関目の健康まつりに申し込むと、何か空いてそうやなと

思って。ちょっと行った記憶があるんですが、今お持ちじゃないですか。7月やったと思う

んですけど、1 年前ぐらい。ここに、こういうのがあるんですね。それと、これ地区別の。

まちづくりセンターって放出にありますね。どういう会社ってさっぱり分かってないんです

が、去年の 6月と今年の 4月と、今月かな、3回、ほぼほぼ同じでどっか、できの悪いＡＩ

が打ったんじゃないかみたいな、ほとんど似た文章で、3回も載ってたんですが、何か意味

合いがあるんですかね。ほとんど抽象的で、何をどうなってるかさっぱりわからない中身な

んですが、ほぼ似た中身で 3回。城東のすばらしい冊子の 1面を、1面いうか半分やな、占



めて紹介されたそうなんですね。 

〇椿谷保健福祉課長 

まちづくりセンターですね。 

〇嶋委員 

まちづくりセンターの紹介ですね。まちづくりセンターですよね。あの放出にある。それ

は、地活協支援制度ですね。 

〇椿谷保健福祉課長 

そうです。地域が自律的に運営できるよう支援。 

〇嶋委員 

外注されてるみたいで、どこまで区の施策をね、100％展開してもらわんと困るんですが、

ただそういうのを 3回も同じほぼ中身のもんでわからない内容でした。私には。 

あのちょっとほとんどわからない抽象的で、3回ともほぼ同じ内容。いうことです。 

〇椿谷保健福祉課長 

地域活動が自律的にまわしていただけるように支援する活動、まちづくりセンターがして

おります。 

〇嶋委員 

いいと思います。ごめんなさい。もうしつこいんで最後に１個だけ。 

マイナカードこないだ健康保険登録、それから利用率。いずれも高くないと思うんですよ

ね。この城東でも、いろんな告知でも、区として健康保険証は 12月になくなるんですよね

ペーパーは。原則としては、発行は一応 1年ぐらい延長されるようですが、それは広めよう

とか、登録をたくさんしようとかっていうお考えというかそういうのは考えてらっしゃるん

ですか 

〇椿谷保健福祉課長 

マイナンバーカードにつきましては、私所管外でございます。きちんとお答えできるもの

がない。すいませんちょっと、その答えは、申し訳ありません。 

〇嶋委員 

そうですか。 

〇河西企画担当課長 

保険年金課長に来てもらいましょうか。 

〇椿谷保健福祉課長 

そうですね。 

〇嶋委員 

っていうか、国が 12月までで、何でかいうたら今月から薬剤、薬局行ったら、調剤薬局

で、ようするに言われたんですね、マイナンバーカードもってますかと。で、いや、今日持

ってないですけど、何でですか言うたら、健康保険証の登録を、その薬剤師会の本部から、

お願いするよう言われてます。いうことで、その 1軒だけじゃなく、2軒、たまたま行った



ところ、全部そういうふうに言われたので、で 12月まで、一応やってもらうということで

来てますんで、促進してするよう言われてますっていうことなんですが、区役所ではそうい

う、ちゃんと国の、或いは市の自治体の出先ということから言えば、何か一言ふたことなん

かそういうのがあってもいいのかなという。やらないという施策があればそれはそれでいい

んですよ、区としては。それは賛同しないんだと、共産党の人みたいに、ペーパーでいいん

だと。いっさいマイナのことはしないでもそれはそれで、いいんですけど、区としてはどう

いうスタンスなのかなというのが、いっさいそういうことは、町内の、或いはその城東区の

ね掲示板でも、述べられてませんので、もっと言えば、区の、職員の方の、登録率と利用率

もちょっと聞きたいぐらいなんですけど。 

〇椿谷保健福祉課長 

市全体でもマイナンバーカードの普及促進、大きな役割でございますので、できるだけ持

っていただけるように、周知とかね、お知らせをさせていただいております。あと持つ持た

ないは、最終的には、個人の判断ではありますけれども。 

〇嶋委員 

8 割は超えてますよね。マイナの。 

〇椿谷保健福祉課長 

今ちょっと具体の数字はわかりません。 

〇福田委員 

それに、あれですよね。年金もされますよね。 

何か手当もらえるっていうときはそれを使えばいいのに、またわざわざ。 

〇嶋委員 

そうです。 

〇福田委員 

それ紐づけできてたら。 

〇嶋委員 

私、孫が、ちょっと身内の話で申し訳ないんですが、東京の医学部にいまして、で、やっ

ぱり強くあれをやらないと、実習とかいろいろなあれで、病院行ったら、横のあれがもうめ

ちゃめちゃ大きくなればなるほど、だからあれでデータ一元化しないと、治る病気も治せな

いというそういうこともちょっとね、聞いたりしますので、やっぱりできたらできるやつは、

いろいろな問題もね、あの年金のじゃないですけど、でるかもしれませんけど、長い目で見

れば絶対にやった方がいいしやらなきゃいけないし、というふうに思ってますので、ただこ

の時点で、薬剤師の、そっちから言われて、政策のね、あれあくまで政府のあれですから、

施策ですから、そこからは何もないというのも何か違和感があって。 

〇福田委員 

高額医療とかそういうのも出てきたらって言ってましたよ。薬剤師。高額医療とかあるで

しょ。 



〇嶋委員 

それ、あれもマイナがあれば申請しなくていいんですよね。 

〇福田委員 

自動的にもう、今日はお金いらないですよっていう。 

〇嶋委員 

そういう事務処理を含めて、それからデータ的に、例えば内科いってから外科いって、で、

他の一番やっぱり処方薬みたいなそういうのを一元管理するとすぐわかるので、いちいち

手帳持っていって、でそれもあれ 1年分とかそこらしか多分貼れないので、2年 3年前にど

ういう既往症があったとか、いうのはやっぱり重要な情報なんですよね。 

ま、ま、そういうことで、おわかりにならないというのは、それはそれで 1つの回答なん

で。わかりました。私は結構です。すいません。長い時間。 

〇栗原保険年金担当課長 

保険年金課長なんですけれども、ちょっと途中から来たんですけれども、マイナンバーカ

ードに移行することによって、いろいろ情報の一元化とかいうことがあると思いますので、

今のところ任意っていうことにマイナンバーカードを持つことあるいは紐づけすることは

任意になってますけれども、推進とか進めている立場で我々はおりますんで。そういう立場

で。 

〇嶋委員 

具体的にはどういう推進を取られるんですか。 

〇栗原保険年金担当課長 

国の方の施策っていうのが。 

〇嶋委員 

大阪市から、やるなと言われてるわけでは。 

〇栗原保険年金担当課長 

ではないですね。 

〇高橋委員 

なんかでも区役所さんでも 1 階で結構、マイナンバーカード発行の支援されてるんで、

すごい積極的な。 

〇嶋委員 

マイナカード。 

〇高橋委員 

マイナカード。 

〇嶋委員 

健康証、健康証、保険証というのは、1 回も聞いたことない、区役所の方に。そんなに、

そんなに結構あの私、区役所の前が住所なもんですから、しょっちゅうこっち来てるんです

が、掲示とかそういうのはあんまりないなとあんまりというか全然ないなと。 



かくいう私も先月まで何とも思ってなかったんですけど、やっぱりお医者さんもそうです

し、薬剤師もそこも言われて初めて言われてみたらそうなんで、確かにやった方がいいなと

いうことで先週登録したんですけど、だめ押しされて登録した。 

〇高橋委員 

これからあれですよね。保健証との連携はもうちょっとアピールしていくほうがいいんじ

ゃないかっていう。 

〇嶋委員 

いいと思う。なんか 10 円か 20 円の料金。なんか受診のあれも下がるとかいう話も聞い

たから。 

〇福田委員 

12 月で終わったというてました。 

〇嶋委員 

紙は一応発行が 12 月で終わるんですが。 

〇福田委員 

いやいやその安くなるって、10円 20 円安くなるいうのね。12月で終わったっていうて。 

〇嶋委員 

そうなんですか。今だけの。 

〇福田委員 

どっちでもいいですって言われて。 

〇嶋委員 

別に。 

〇栗原保険年金担当課長 

再診については、今はその差はなくなっていると聞いております。 

〇福田委員 

なくなってるんですね。 

〇嶋委員 

10 円 20 円でやるやらんと決まらんと思うんですが。あのいろんな。 

〇福田委員 

保険証でいいわとか。 

〇嶋委員 

大きなデータ的なメリットだと思いますけども 

〇栗原保険年金担当課長 

わかりました。 

〇嶋委員 

ありがとうございました。 

〇有田委員 



マイナ、マイナンバーカードに関しては、去年一昨年はかなり区役所の方で、あちこちの

出張、出張場所をいろいろ。 

〇嶋委員 

作るのはね。 

〇有田委員 

そうそうそうそう。 

〇嶋委員 

だから 8割超えてるはずなの。 

〇有田委員 

そう思いますよ。だから、小さいとこでも出張していく。 

〇嶋委員 

健康保険の登録は、その半分も多分いってないかもです。 

〇有田委員 

かもわかりませんね。 

〇嶋委員 

利用率は大体 6ポイントとか、6％とか 5％なんですけれども、だいたいでもお年寄りで、

1ヶ月はともかく、3 ヶ月、4 ヶ月、あと、1月から 6 月まで、1 回も行ってない人は多分、

10本の指で数えるぐらいだと思うんですけど。 

〇有田委員 

区役所としては、いろんな手だてを考えて、普及にあの頑張ってはったと思いますよ。 

去年とかでもさっきの城東にも毎月どこどこで出張する。 

〇嶋委員 

それマイナカードの発行ですね。 

〇有田委員 

そうそう。 

〇嶋委員 

だから発行は頑張られたらそれ全国頑張られたからね。だけど健康保険については、納期

が決まってるので、どうなのかなあという。 

〇有田委員 

それは国がね。 

〇嶋委員 

全然別の話です。マイナカードと健康保険の登録と、ましてそれに伴う利用というのは。 

〇有田委員 

いやまず、まずはあれでしょ、作るのが先決でしょ。 

〇嶋委員 

いや作るんだから 8割から 9割だからもう。ほとんどパーフェクトに近い。 



あと残ってるのはよっぽどの人っていうレベルなので、ほとんど普通に生活する人はマイ

ナカードは持ってらっしゃる。でも、家の中に大事においてある。使ってない。だから健康

保険証として使いましょう。データとして有効である。でもっと言えば、利用率 6％とかな

んかが全国みたいですけど、利用率が 50とかなんかいう町もあるみたいなんですよ。 

そこはどういうことをやってるかというと、高齢者の健康の福祉のという話にはちょっと

戻っちゃうかもしれませんが、診断、診療投薬のところにポイントをつけてるんです。それ

から、いろんな体操だとかイベント、それからまつり、そういうのにもそのポイントをつけ

て、だからいったら、儲かる。儲かるいうたら表現がちょっと違うんですが、行って励みに

なるという、そういう施策をされてる町があるようなんですよ。 

利用率一番高いのが今、北海道利尻島、利尻町というところのようなんですが、それ以外

に、今年に入って急に急激に、利用率も、登録率もだからその登録率はもう 6 割超えてる。 

で、利用率も 5割近い。非常に高い利用率で要するに有効活用されてる、本当に有効活用さ

れるのはこれからなんですけどね、データのいろんな層があれば、いずれにしてもそういう

ふうに仕掛けがあれば、これを高めるということは決して不可能ではないと。 

ただ、高めるという、高める必要性と高める意思があるかどうかというのが、多分、運営

する側に求められていると、私は思ってるので、さっきからこういう質問をさしていただい

てる。しいては、私は、高齢者、ないしは障がい者を含めて、それからケアが必要な人も含

めて、プラスになると思ってます。デジタル化、デジタルして、マイナカードを健康保険と

して使う部分については、これは多分、長い目で見れば、いずれはせなあかん話なんですが、

早ければ早いほど、これはプラスになると思ってるので、こういう話を差し上げてます。マ

イナカードだけの話ではありません。すいません。 

〇弟子丸部会長 

すいません。今のそのマイナカードの件に関しては嶋さんとしては、その紐づけですよね。

要するに。 

〇嶋委員 

紐づけのほうが大事です。 

〇弟子丸部会長 

大事で、区としてそういうのをあの。 

〇嶋委員 

データを、だから共産党さんが言うには、データが発表されると、一目で個人情報の一番

核になるところが見れちゃうと大変という、そういうこと、それも一理あるんですけど悪用

するっていう。だけどそれならもうねサイバー攻撃されて、する、あらゆるリスクもあるわ

けですから、何もデータ化ができないので。だけど、一般市民から言えば、そのデータとい

うのは、少なくとも命に関わる個人個人の福祉という、福祉というのは辞書で引けば満足の

いく生活もしくは生活環境ですと、辞書で引けば、そういう個人というものに置き換えれば、

私は絶対有効だと、早くやった方がいいと。 



いや、いろいろ聞けば聞くほど調べれば調べるほどそう思うようになりますということで

す。で、区はどうされているのかなと。もっといえば、ま、ついでにすいませんね長々と。 

 住んでよかった」じゃなくて「 住みたい町」というふうに使ったほうが私はいいと思って

るんですけども、どんなもんでしょうか。これからも住みたい、だから新しい人がこれから

住みたい。住んでよかったは今住んでる人たちが対象であり、これから住んだ、住みたい町

いうのは広くアピールということでそのためには、長寿の町だとかですね、いろんなメンテ

ナンスができる場所だとか。風通しの良い町だとかが防災含めてですね、そういうのも完備

してるとかいうやっぱりキャッチフレーズが、必要じゃないか、必要いう、そのために、今

の保険証のあれが使えるわけありませんが、結果としてこれで寿命が伸びれば半年でも 1年

でも、間違いなくこれ独居じゃなくて世帯数って 1 年前、1000 件増えてるんですよね。人

口はほとんど横ばいなのに。ですよね。 

〇椿谷保健福祉課長 

人口は少し減ってますけどね世帯数は増えてますね。おっしゃるとおり。 

〇嶋委員 

1 年前の 6 月号では 16 万 7000、今年今月のも 16 万 7000、ま 100 人単位がちょっと増

えたり減ったりとか横ばいですね。だけど、世帯数は増えてるんすよ。1000 件、8.4 万件が

8.5 万件になってるんですよ。1000 件増えてる。ということは、1世帯で人口が減ってるわ

けですよ。独居が増えてるわけです。多分、多分。 

どっか出て行って働いて、息子と娘が独立してというよりは、独居の老人が増えてると私

は思ってるんですけど。そら、データ詳しく見てみなわからんですけど。 

そういうことを思えば、もう老人が住みやすくて長生きできるというのは、ある意味めざ

す、めざすというか、めざしてもいいのかな。 

タイトルのちょっと、住んででなくて、住んで、死んでからよかったと思ってもしょうが

ないので今から住んだらすごくいい町よというふうにした方がいいんじゃないかなと個人

的には思います。この、最初にもらった時から思いました、一番最初が違うんじゃないか。 

〇椿谷保健福祉課長 

はい。ご意見ありがとうございます。 

〇嶋委員 

すいません申し訳ないです。資料 1－1ですね。これ。資料 1の一番上の、住んでよかっ

たと思えるまち。これから住みたいまちというのは私は推進、キャッチフレーズとしていい

よなと思います。個人的に思います。すいません。 

〇弟子丸部会長 

今の意見も踏まえて、何か意見ございませんか。区としては今の件ではマイナカードに関

してはね、紐づけにしてもそれから作ることにしても任意なので、あくまでも普及には力を

入れてると。 

〇嶋委員 



任意というのがマイナカード作るのも任意なんですよ。 

〇弟子丸部会長 

任意ですよ。はい。だからそういうことですよ。 

〇嶋委員 

だから力を入れる入れないよって、8割とか 9割にもなるけど、入れなきゃ。今多分登録

率なんぼですかね。あんまりいないでしょう。 

〇弟子丸部会長 

だからそこはね、やはり個人のそのカード、マイナカードにおける、認識含めて考え方だ

と思うので。 

〇嶋委員 

考え方もありますけど。やはりアピールの仕方だと私は思う。 

〇弟子丸部会長 

いや、アピールについて私はすごく、ここの城東区としてはね、それこそ前回、それこそ

24 区の中ではすごい成績だったとかいうことも聞いておりますので、アピールはされてる

と思います。推進についてはね。 

〇嶋委員 

ホームページではアピールしてないですよね。 

〇弟子丸部会長 

そういうことなんでその辺はそれぞれ意見がありますのでそういう立場で、今日の報告

する場合にね、すべてここでいらっしゃる方が、そう。全部そういった区役所の方から、今

言われたように紐づけとか、デジタル化を推進する立場という発言、まとめていう形で私は

報告は、いたしません。それだけは確認していただきたいんです。 

全員とこことしての意見としてはね、確認されてる 1人としてそういう意見はあったとい

うことで。 

〇嶋委員 

部会長さん、ごめんなさい。こことしての意見は今部会長の意見ですね、それ。 

〇弟子丸部会長 

私はそういうふうに、今の意見については報告させてもらいたいんですがどうでしょう

か。だから、今、推進をした方がいいと、役所としても、今言った紐づけです。今紐づけの

部分ですよ。カードの普及に関しては、推進はもう、城東区としてはされてるんで、あとに

ついて、それをやるか、持つか。紐づけにするかは、もうご本人のその意思ですので、する

かしない、そこまでの、ある面でとらえ方としては、押し付けだから、どうそれを表現する

かはあれですが、要するに、区役所としてもそこも進めたほうがいいっていうことですよね。

今嶋さんのご意見は。 

〇嶋委員 

うん。進めたほうがいいという意見です。 



〇弟子丸部会長 

いうことですね。だから嶋さんの意見としてはそういう意見もあるということで、報告は

さして。 

〇嶋委員 

わかりました。はい。 

〇栗原保険年金担当課長 

法令改正されてですね、保健証の方が、12 月の 2 日以降廃止されるということが決まっ

ておりますので、それに向けてこれから紐づけというのは、進んでいくという状況はあるか

と思いますが、今のご意見いただきましたので、我々としても貴重なご意見として受けとら

せていただきます。 

〇弟子丸部会長 

はい、意見として、はい。 

〇嶋委員 

で、ごめんなさい、部会長さんにちょっと確認差し上げる、その前の、プッシュ、来る型

は難しいから、プッシュの施策は出されるお考えはどうですかというのについては、どうい

うふうにとらえたんですかね、部会長さん。 

〇弟子丸部会長 

ごめんなさい。プッシュっていうのは、押すっていうことですか、広めるっていうことで

すか。 

〇椿谷保健福祉課長 

待ちの姿勢じゃなくてアウトリーチっていいますか、こっちから行きましょうということ

ですよね。 

〇嶋委員 

なかなかね、地域差は少ないですし、地活協の方もなかなか出てこない人をね、引っ張り

出すっていうのは難しい話なんでね。送って、送ってと言ったら語弊がありますけども。 

〇椿谷保健福祉課長 

あの貴重なご意見だと思ってますし、進めていかんとあかん部分やと思ってます。 

〇嶋委員 

多分、泉、泉大津さんだったと思いますけど、新聞にも多分でっかく載って。で、医学的

にもというか、それ、草鞋型のあれって、メリットが血流よくなるというメリットが、泉大

津さんが多分そういう資料が、泉大津、すいません、間違ったら申し訳ない、たぶん泉大津

さんだったと思うんですが、現にやられてるんで、だまされたと思って一度資料取り寄せて、

にくなり叩くなり煮るなり好きなようにということでお願いしたいと思います。 

〇弟子丸部会長 

だから、高齢者の方たちが、特に独居とか、或いはあまりサービス、いろんな取組みに積

極的じゃない方に対する、プッシュですよね。それについては今言った泉大津のような 1つ



の取組みがあると。そういうところで、区の方も。ということでよろしいですか。 

〇嶋委員 

今、そういう取組みはあるとおっしゃったように聞こえたんですが。 

〇弟子丸部会長 

いや、泉大津の取組みを。 

〇椿谷保健福祉課長 

参考にされたらどうですかっていうことですね。 

〇嶋委員 

別に丸写しじゃなくてもそれに代わるものがあればそれは全然、ハッピーなんで、ただ1

つの例としてね、検討いただければなという、それだけの話なんで。 

〇弟子丸部会長 

なんかそういう部分では、私はやっぱり今言ったサービスを、なかなかね、今言った地活

協の人とか、地域のサポートの方が、出向いてもなかなか、出てこられない方に。 

〇嶋委員 

という方もいらっしゃるしね。 

〇弟子丸部会長 

いらっしゃる、そこはすごい大事だと思うんですよ。どこでも課題だと思うんです。だか

ら、それについて 1つは今言った泉大津の、そういう草履ですか、草履を提供して、自身が

運動するっていうんですかね。 

〇嶋委員 

そうですね。 

〇弟子丸部会長 

高めるという点というものがあるんだけど、城東区の中でそういう、方向を作っていくっ

ていうのが、意見があれば、すごい大事なことだと思うんですよね。すごく。 

今、どの点でもそれは 1つの地域の中でね、高齢者の方、いろんな参加していく形で大事

なことじゃないかなと思ってるんですが。もしそういうそのことに対して、何かご意見等あ

ればお願いしたいんですけど。 

〇門田委員 

すいません百歳体操ってある程度なんか重りとかがあるんです。参加したことがあるんで

すけれども。今の話だったら草履、布草履みたいな感じだったら、本人が常にそれが家に持

って帰って履けるという。百歳体操はそこに常にその重りがあるのでそこで借りて、百歳体

操するんですけれども、例えばそういう布草履的なんだったら、家持って帰ってできる、ま

たそこへ持っていってできる。なんかそういうような。 

〇嶋委員 

何歳以上やったかな、75か 71 歳かちょっとごめんなさい。不確かなんですが、送ってる

らしいんです。リストがあるので。だからその超健康な人、不健康な人、わかりませんので



一斉に送られて、使ってる人や、そうじゃない人もいるかもしれませんが。 

〇門田委員 

そういうような百歳体操みたいな感じで、布草履歩こうじゃないですけどねその周りで、

布草履、一時はやりましたよね。はやったんですよ。私も作ったことあるんですけれども、

そういうので一応作って、ある程度女の人はそんな好きと思うんですけどね。それを持って

帰って家でもできるので百歳体操みたいな感じで、そのサークルみたいな感じでもできる、

何かなんか簡単にできるっていうのがすごくいいなっていう、今思ったんですよ。うん。 

百歳体操は常にその重りがなかったら、何か百歳体操している意味がない。それはそこに

あるところにしかないものですのでね。なかなか、週に 1 回そういう借りるというわけに

いかないので、布草履的なんだったら常に家に持って帰ってできるということは、自分だけ

じゃなくて、子どもでも、孫でもいいですので、いろんなことで輪が広がっていいん違うか

な。 

どういう感じで健康になるかというのは私もわからないんですけれども、昔の人は皆さん

そういう草履的な、だったのでまたそういう布草履履いてどういう感じで、健康になるとか

運動になるかっていうのが、もうちょっとわかれば、広めていけるん違うかなっていうのが

いいかなとは思いました。 

〇椿谷保健福祉課長 

自宅でね気軽に運動していただくっていうことも大事ですし、またぜひ、ちょっと地域で

ね、百歳体操だけじゃなくてラジオ体操も地域でされてますんでね、近くの公園とかね、そ

ういうところにも参加いただくと、また体だけじゃなくて、あの会話とかね、そういうこと

で生きがいにも繋がるのでね、そういう出て来ていただくっていうようなことも大事。 

〇有田委員 

話の腰をおるようで申し訳ないんですけども、ご老人の方で 1 人では運動しないと、自

主的に、だからみんな、だから百歳体操みたいにどっかで集まって、何人でも 4人でも 5人

でも集まったら、しはるんですね。 

〇嶋委員 

すいません。それは全くその通りなんですが、百歳体操でも、いろんな民謡のサークルで

も、麻雀、囲碁とかもあるし、それからいろんな歌声の、合唱の、楽器のいろんなサークル

ありますが、多分聖賢の地活協が主催されてるサークルで、常時出てこられる方、月何人い

らっしゃいますか。 

〇有田委員 

どういうあれですかね。 

〇嶋委員 

会員が何人いらっしゃいますか、百歳体操でも。 

〇有田委員 

百歳体操は、うちの町会では 10人、狭いんで 10人しか入らないんですけども。 



〇嶋委員 

聖賢会館やったら 10 人か 20 人が精一杯かもしれませんが、他の会場でも多分そんなに

100 人や 200 人収容できませんが、多分聖賢でも 75 歳の後期高齢者だけでも多分 2千人ぐ

らいはいらっしゃる。 

〇有田委員 

ありますね。 

〇嶋委員 

1,500 人ぐらいはいらっしゃる。 

〇有田委員 

もっといますね。65以上でも 2千人ぐらい。 

〇嶋委員 

そうですか。そしたらそのうちのごく一部しか外に出てこられてないですよね。ふれあい

喫茶なんか行ったって、行ったってっていうて語弊がありますけど、行かしてもらって、ま

あ 10 人、スタッフなんか入れられて 10 人。 

〇有田委員 

これ城東のふれあい喫茶は 80 人ぐらい来てます。 

〇嶋委員 

いやいや、例えば、第 3土曜日だとか、なんかされてるのの、昼に上がって、例えば、聖

賢会館の 2階に上がって、で、お客さんの顔見て、何人いるかという話なんですが。 

〇有田委員 

80 人ぐらい。 

〇嶋委員 

80 人来られるんですか。毎回。 

〇有田委員 

毎回毎回ほぼ。 

〇嶋委員 

週に何回されてるんですか 

〇有田委員 

月 1回ですけどね、今のところ。 

〇嶋委員 

それはほとんど新しい方ばっかり？常連ばっかり？ 

〇有田委員 

常連、ほぼ常連ですね 

〇嶋委員 

それ入れて全部で月に、いろんなサークルに来られる方何人になりますか。 

〇有田委員 



いろんなサークルで、どの辺まではサークルっていうのはわからないんですけど、いっぱ

いやってはるんで。 

〇嶋委員 

いっぱいあるけど、全部合わせてどれぐらい、すでに外に出てこられる方ですよね。 

〇有田委員 

そうですね。少ない。 

〇嶋委員 

コミュニティーいや、いろんな意味で。 

〇有田委員 

いうてはんのはわかりますよ。だから何かを送って、外に出て運動させようという、一応

意図はわかります。 

〇嶋委員 

いや、そういう方は元気なんですよ。私が言ってるのは。 

〇有田委員 

来る人は元気なんはわかりますよ。 

〇嶋委員 

そういう人はほっといても大丈夫なんですよ。問題は出てこられない方が多い。その人た

ちが 10 人に１人でも、20 人に１人でも、それでちょっとでも病気をなくしていただけれ

ば、高い介護保険をもっと高くせなあかんとかいう事態がちょっとでも下げられるんじゃ

ないかと。そういう話なんですよ。それでそれが結果として大きくなれば、ここは健康長寿

のまちと区と自治体だということが言えるような日が来て欲しいなと私は思ってるんです。 

〇有田委員 

今でも、もううちの町会ですけども、60 何％の人が 60 以上なんで、かなりおっしゃって

るように、住みやすいまちとは思いますけれども。 

〇嶋委員 

それは外部に発信されてますか、城東地域は、長生きの区だと町だと、どんな秘訣がある

んですかということは。 

〇有田委員 

そこまでは言うてない。 

〇嶋委員 

偶然でしょ。変な言い方あれですけども。 

要するにしかけて、幸せになった方がいいんじゃないすか。区が全体で蒲生だけがよくな

るんではなく。その長生きの秘訣あるんなら、ここでもぜひご披露していただいた方がいい

んじゃないすかね。 

〇有田委員 

長生きの秘訣。 



〇椿谷保健福祉課長 

各地域で地域活動協議会でいろんな健康とか福祉、それぞれ独自の取組みを進められて

ると思いますんで、それは体操だけじゃなくて、生涯学習もそうですしね。 

〇嶋委員 

独自の取組みをですね、ちょっと悪口になって申し訳ないですが、どこでとったアンケー

トか N がわからないとかいう、アンケートのパーセントが上がったとか下がったとか多分

説得力があんまりないんですよ。だから、5年前にこの平均年齢でした。今、同じNでとっ

たら、5年後にはこのお亡くなりなった人の平均値がこれだけ高くなりました。この要因は

いろいろあるでしょうけど、こういうことをやってこうなりましたというストーリーがない

と、誰も納得しない。アンケートって、どういう人にいつ、どういう方法でとったかってさ

っぱりわからないので、57％が正しいのか 60 が正しいのか 80 が正しいとかいうのは、前

年より低い高い言われても、じゃあ同じ人にそれ取ったんですかという話とそこは多分違

う人ですよね。違う人に取ってますよね、たぶん。 

このアンケート、例えば地活協を知ってる区民の割合、知ってる知ってないから多分同じ

人じゃないかもしれませんが、ていうアンケートなんかは多分違う人で、同じという話はち

ょっと違うような気がしてしょうがないんですけどね。 

それでNが、10とか 20とか 100 とかはNじゃないですからね。サンプリングいうのは

やっぱりある程度、住民が 16 万 7000 ですから 20 万と仮定して、どんな少なくても 1,000

人はとらないと。有意差とかそういうのは出ませんからね。 

それと場所も特定、区役所の前とかいうのは、区役所の前で、区役所の対応はどうですか

ってアンケートとっても、あんまり意味ないですからね。 

区役所よく使う人使わない人という、そういう割り振りをしないと、正確なあれはわかり

ませんので、こういうアンケート、ちゃんと目標値としてかかげられるなら、その方法も明

示されないと、説得力があんまりないです。 

〇椿谷保健福祉課長 

おっしゃってるのは経営課題 4とは別のところのお話ですかね。 

〇弟子丸部会長 

アンケートについてですね。ここの評価の、取り方とか、このアンケート。 

〇嶋委員 

アンケートのパーセント、区民アンケートというのは幾つありますかね結構あると思う

んですが。 

〇椿谷保健福祉課長 

全体を通してということですね。 

〇嶋委員 

参加者アンケート、学校アンケートというのはまだわかりますけどね。 

民生委員児童委員もここの、何人の全数という、全部の数ならそんでいいですけど、全数



明示していただければ、だから最後も、アンケート。区政会議委員アンケート、これいつと

られたんですかね。最後に取るんですか。これは区政委員のアンケート。区民アンケート区

役所がとれてるという割合区民アンケートどこでとられてるか、わからない。 

〇河西企画担当課長 

区政会議アンケートは前回の前の委員さんに対して行ったアンケートです。 

〇嶋委員 

それはそう明示された方がよろしいと思うんですけど、区民アンケートというても、区民

アンケートって、全然行われてない。 

〇河西企画担当課長 

経費の面もございますので無作為抽出で選ばれた人にお送りしておりますので、決して区

役所の前でアンケート調査をしたとかいうわけではないんです。 

〇嶋委員 

そうですか。だから、すいません、飲み込み悪いので、申し訳ないです。ちょっと理解で

きなかったです。すいません。次、いってください。 

〇弟子丸部会長 

このすみません、ちょうど質問である、アンケートの数とか、今の明示方法について、は、

やっぱり提示された方がわかりやすいね。数値の。ということで、はい。他はどうですか。 

〇高橋委員 

いいですか、別の話。 

福祉、充実させるっていうことで、住みやすいまちをめざすってすごくいいことだなと思

ってますんで。健康寿命を延ばして予算を抑えていこうっていうのも素晴らしいなと思いま

した。 

その中で、高齢者の方にとって住みやすい街になったとして、その時に、現役世代にとっ

て住みやすい街なのかっていう考えもあって、この保険料、収納率の向上とかもあるんです

けども、保険料払ってるの現役世代で、そうですね払うのが厳しい人も増えてるのかなと思

ったり、自分たちもやっぱり年々払う料は増えているので、何とかその辺、減らないかなと

は思ってるんですけど。 

〇嶋委員 

ちょっと端折って申し上げたい。年金は現役世代が払うんですよ。介護と国民保険は、私

らの貧乏年金生活者も払わさせられるんです。介護なんかは、もうこんな貧乏なのになんで

1回 2万円も払うのみたいな。2人しかいないんだけど女房と私と。というぐらいに、いじ

められてるんです。お国から。 

〇高橋委員 

ということで。 

〇嶋委員 

年金はごめんなさいね。若い人には大変申し訳ないと思います。 



〇高橋委員 

全員が負担している中で、よりよくしようと思ったらどんどんいろんなことにお金がかか

ってしまうと思うんですけど、逆にこう費用を抑えていこうかなっていうことの意識ってい

うのは、やっぱあるのかなっていうのは聞きたいです。 

〇椿谷保健福祉課長 

おっしゃったように高齢者、どんどん増えてますし、特に後期高齢者、75 歳以上の方が非

常に増えているんですね。そういう中でやっぱりそういう方って、体調悪くしたりっていう

ことで、介護サービスを受けたりですね、医療費に繋がったりということがあります。そう

いう方の負担もですね、社会全体でどうやっていくのかっていうことなんです。まずはやっ

ぱりその先ほどの繰り返しになりますけども、そういう方いかにお医者さんにかからずに

済むか、また介護福祉サービスにかからずに済むかっていうところのその、川上のところで

ですね、これ施策打っていかないと、どんどん増えていってね、現役世代の負担にもなって

きます。 

健康増進プランっていうのも我々作ってますんで、いかに健康で長生きしていただいて、

そういうサービスを受けずにですね、自分らしく楽しく暮らしていただけるか、そこに我々

としてもね、力を入れていきたいなと思ってます。 

今年健康増進プランの切り換えの時期ですので、委員おっしゃったようなところも含め

てですね、考えていきたいなというふうに思います。 

〇河西企画担当課長 

あと 10分ほどでまとめに入ることになるお時間ですので、まだご発言されていらっしゃ

らない方、もし何かございましたら、と思います。いかがでしょう。 

〇河野委員 

いいんですかね。関目東なんですけども、いろいろお話を聞かせていただいて、関目東も

百歳体操とかふれあい広場、また、ふれあい広場で男性の方、特に男性対象に高齢者の男性

を対象に来てもらうんですけど。来る人が来る。なかなか新しい人を誘うということは難し

くて、できるだけ来ていただいた人にはお声かけして、友だちとか声かけてきてくださいね

ということはお願いするんですけど、なかなか、急に増えないというのが実情で、どうすれ

ばいいんかなということで考えて。 

今日、いろいろお聞きして、やはりもっともっとこちらの方から待ってるんじゃなくて、

そういう人がおれば、出向いていってでもですね、ちょっと声掛けして、どうですかという

ような形でやっぱ積極的に働いて動いていかなあかんのかなというのがね、どうしても今ま

では来る人を対象にということがやってたかなという。ちょっと反省してるとこなんで。 

これからもね、言っていって、ああいう人がおったら、そこまで足を運んで、声掛けするよ

うなちょっと皆さんにお願いをしていかなあかんかなということで、ちょっと意見お聞か

せいただいて感じたところです。 

〇弟子丸部会長 



じゃあちょっと時間も来ましたので、あと 5分でまとめしていかないとできませんので、

よろしいですかね。どうしても最後に。 

〇高橋委員 

今のお話の中で、思ったことなんですけど、高齢者の方、病院は利用されるっていうこと

なので、病院との連携を取って、宣伝していくというか、呼びかけていくっていうことなの

かなと思い、いいのかなと思いました。 

〇弟子丸部会長 

はい。わかりました。じゃあ以上で、もうよろしいですか他。 

〇嶋委員 

よろしいですか。ちょっと高齢者福祉とはちょっと違うかもしれませんが、これ城東、城

東これすごくいいいパンフレットで、ありがたいと思ってるんですが、わかりやすくて。何

部つくられて、刷られてるんですか。 

〇佐々木係員 

96,800。毎月、発行しております。 

〇嶋委員 

そうですか。単価 26 円ですか。すごいっすね。これ余らないんですか。余ることあんま

ありませんか。 

〇河西企画担当課長 

ほぼ、バックナンバーを少し区役所に控えとして残るぐらいで。はい。印刷部数も調整が

ききますので、無駄な印刷はしないようには気を付けております。 

〇嶋委員 

ねらいとしては 1回の廃棄ですかそれとも永久保存。要望されてますか。1回廃棄、例え

ばこのレベルは 1 回廃棄ですね。自分の必要なところを読めば。これは 1 回廃棄は望まれ

てなくて、ずっと取っといておいた方がいいわけですよね。 

〇河西企画担当課長 

できれば保存していただきたいという思いで、もともとタブロイド版の大きなペラペラの

ものだったのを冊子版に変更しました。 

〇嶋委員 

このほうが絶対いいですよね、タブロイドより。なんかでも高いような気がするんすけど。 

もっと安く。9万、9万とられてるんですね。26 円ですか。 

〇河西企画担当課長 

そこに表記もしておりますが、一番後ろの面に広告を載せることによって、一部は広告収

入で賄うようにはしております。 

〇椿谷保健福祉課長 

ちょっとこの地域福祉プラン、すいませんお配りさせていただいてまして、これ今年度一

応改定の予定でございます。今目標とそれから目標の達成状況。〇×つけさせていただいて



ましてちょっと今日すいません、説明する時間がなかったの申し訳ないんですけど、ご覧い

ただけたらなと思います。よろしくお願いします。 

〇嶋委員 

廃棄はない。廃棄はないんですか。 

〇河西企画担当課長 

はい。 

〇嶋委員 

ないですね。 

〇弟子丸部会長 

じゃあ、すいません。ちょっとまとめで、今度は本会の方で報告させてもらう内容をちょ

っと皆さんの方、ご確認させてもらいたいと思います。 

出た意見ですが 1 つはこの地域福祉ということで福祉はいろんな分野で使われていると

いうことでここでの部会での中心の主となるところで、何をっていうことで、高齢者、障が

い者福祉のところの充実を検討するということで話を進めて、いうことで、1つは確認され

たのではないかなと思います。 

そして 1つは、問題の中で、大阪市ですね、介護保険料が高い、なぜ高いかというところ

では 1つには、城東区というか、サービスを利用されてる人が、大阪市には多いということ

ですね、その介護サービスを利用されている方が多いということで、そういうことでじゃあ

そのサービスを、やっぱり介護保険を利用しないように、健康で長生きする施策ですね、対

策をやっぱりすることが、保険料の減額ですね、介護保険を含めて社会保険にも繋がってい

くということで、先ほど言われましたそれが健康で長生き増進となって、健康で、こういう

サービス等を利用せずに元気で、年をこうして 100 歳まで生きられるような、長寿ですね、

社会、まちをつくってくれれば、今言ったような保険料高くならなくてすむ、そして若い世

代にもそれ、その負担がなくなるということで、そしたら住みよいまちにもなるんではない

かということで今、健康づくりがいろんな点で進められている。地域の協議会の方とか、そ

ういう方がいろんな取組みを地域の中でされてるが、しかし参加される方は少ないと。 

だから、やっぱり町ではなく、来てくださいということで、来た方を対象だけじゃなくて、

やっぱり足を運んで、すべての人が、すべての高齢者、ここに城東区に住んでいらっしゃる

75 歳以上、特に 75 歳以上の高齢者は、65 歳から高齢者ということになってますが、この

方たちに呼びかけてきてもらって、健康づくり、そして 100 歳まで元気で暮らせるまちをつ

くっていくということでよろしいでしょうか。 

そういう中身で簡単にまとめましたが、地域のサポーターの方も足を出して、そういう高

齢者をいろんな運動とか、いろんな取組みに参加さしていくということでよろしいでしょ

うか。 

マイナンバーの件もいわないといけない、そうですね。マイナンバーぬけたんで、マイナ

ンバーの区としての推進含めて、今度 12月には切れますので、紙ペーパーじゃなくなるの



で、そういう意見があったので、ぜひ活用して。 

〇嶋委員 

次回っていつでした。次回 12 月、10月。 

〇弟子丸部会長 

1 月って書いてあった。 

〇嶋委員 

12 月だったらもう終わってるなと思って。いやすいません。 

〇弟子丸部会長 

というような報告をまとめ。 

〇嶋委員 

どうでもいいようなことですが、河西さんのところだと思うんですが、城東の去年の 7月

に地活協のおっしゃる 1 個 1 個の紹介があったんで、あれをぜひお願いしたいなと。掲載

をお願いしたい。 

〇河西企画担当課長 

今年度も予定をしております。 

〇嶋委員 

ポイントポイント。それと、いっちゃなんですけど吉村区長さんのＳＤＧｓのあれは何が

ＳＤＧｓかよくわからないし、全くあれ意味ないと思うので、私個人的にあれは削除してい

いと、すいません。勝手な意見で。 

〇河西企画担当課長 

ご意見として賜りました。 

〇弟子丸部会長 

すいません。この前ね、まとめの中にやっぱり若い人と、やっぱり高齢者、だから高齢者

がやっぱり、息づくまちづくり、障がい者、いろんな方がまちづくりするっていうのは、若

い人とも連携をしていかないと、やっぱりまちづくりはできないんじゃないかということ

で、ちょっとお話いただいたと思うんです。で、城東区の中で私もこのあれ見てましたら、

地域活動協議会だよりの中に、青年指導員、通称青指というのがあるということで、結構若

い方たちですね、その活動にね、地域、地活の活動とか、いろんな地域の行事ですね取組み

を積極的にやられてるようなので、ぜひ若い方に、自分の近くにいる方にこういうところも

誘っていただいて参加していただくと。 

〇嶋委員 

6 月号。 

〇弟子丸部会長 

これ、6、これは 5 月号です。で、1 つあるんではないかなと思いましたので、ちょっと

紹介、私もこれ読んで、これちょっとね若い人も含めて、すごく地域参加ね、やっぱしてい

かないと、まちづくりが活気できないんじゃないか、だからすべての世代がやっぱりどう関



わるかっていうことが、私はやっぱりまちづくりに大事なことじゃないかなと。 

〇嶋委員 

地活協で若い人って、若い人は何というか、何歳からっていうのは定数はあるけど、少な

いんじゃないすか。 

〇福田委員 

地活協、50歳で定年とかっていう 

〇嶋委員 

50 歳。一番下。 

〇福田委員 

青指。いやいや。 

〇嶋委員 

平均、平均。 

〇福田委員 

上。 

〇弟子丸部会長 

この青指の？ 

〇嶋委員 

あ、上。 

〇福田委員 

でもしますよ、それ以上の人やってますよ。 

〇嶋委員 

もちろん 40歳 30 歳やたくさんいらっしゃる。健全ですね。 

〇福田委員 

子育てサロンっていうのがあるんですね。 

〇嶋委員 

それ関目の活動協議会ですよね。活動協議会ですね。聖賢はどうですか。 

〇有田委員 

青指ですか。青指は聖賢は少ないですよ。 

〇嶋委員 

そうですか。 

〇有田委員 

はい。10、24 町会あるんですけどもその内、10人ぐらいしかない。だんだん減ってきて

るんですよ。50が定年なんで。 

〇嶋委員 

青指はね。 

〇有田委員 



はい。でその上の福祉委員というのがあるんですけど、それは定年は 70 とか 80 ですけ

ども、あまり活動されてないようです。 

〇弟子丸部会長 

ちょっと時間がありましたんで、紹介までです。 

〇有田委員 

あれによって地区によって全然違うんで。 

〇嶋委員 

そうですね。特徴ありますね。鯰江はどうなんですか。 

〇門田委員 

はい。青指もちゃんと 17 町会で 16 名ぐらいです。各 1 町会に必ず 1 人は出してくださ

いっていうのを、もうずっと言ってます。それでも 16 名です。 

〇弟子丸部会長 

関目東。 

〇河野委員 

関目東も各町会に入ってます。最低 1人で、地域によったら 2名で、副部長さんみたいの

がありますけども、やっぱり若い人が主になって夏まつりとかやってもらってますんで。 

〇福田委員 

キャンプしたりとか。校庭でキャンプしたりとか青指の人たちが。 

〇弟子丸部会長 

関目は何人ぐらいいますか 

〇福田委員 

各 1人は出てます。活発ですよ。 

〇弟子丸部会長 

じゃあ、はい、以上です。部会を終わらせていただきます。ありがとうございました。 


